
 

 

＊ 本資料はあくまでも議会運営委員会での説明用補足資料です。議会における議決は議案書の 

記載事項で行われるもので、本資料の内容で議決を得るものでありません。 

 

令和３年 第２回海老名市議会定例会 
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ワクチン接種シミュレーション 

ワクチン接種会場 
シミュレーション 

円滑なワクチン接種のために！ 

～ 新型コロナウイルスワクチン接種の準備 ～ 
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【会期日程】 

令和３年第２回海老名市議会定例会 会期日程(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 誕生日は、令和３年５月６日です。 

 

会期１８日間

月　日 曜日 種別 内　容 開議時刻

６月　１日 火 本会議 　開会、諸報告、議案審議、委員会付託 午前９時３０分

６月　７日 月 委員会
　総務常任委員会
　予算決算常任委員会総務分科会

午前９時００分

６月　８日 火 委員会
　文教社会常任委員会
　予算決算常任委員会文教社会分科会

同

６月　９日 水 委員会
　経済建設常任委員会
　予算決算常任委員会経済建設分科会

同

６月１４日 月 本会議 　市政に関する一般質問 同

６月１５日 火 本会議 　市政に関する一般質問 同

６月１６日 水 委員会 　予算決算常任委員会 同

６月１８日 金 本会議 　委員会報告、議案審議、閉会 午前９時３０分

 

 

元気に育ってね❕❕ 
～ チョコ・エビーがお母さんに ～ 
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【案件一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■　日程　　　９ 件　

　報告　　   　５ 件 　 頁

1 報告第２号
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度海老名市一般会計補正予算（第２号））

3

2 報告第３号
継続費繰越計算書について
（市道６２号線延伸道路整備事業費ほか５件）

5

3 報告第４号
公共下水道事業会計継続費繰越計算書について
（海老名・入谷間（ＪＲ相模線）井戸坂踏切雨水排水施設整備事業費）

5

4 報告第５号
繰越明許費繰越計算書について
（自立相談支援業務ほか３４件）

6

5 報告第６号
公共下水道事業会計予算繰越計算書について
（汚水管渠整備事業費ほか２件）

6

　条例　　   　３ 件 　 頁

6 議案第27号
海老名市議会政務活動費の交付に関する条例及び海老名市固定資産評価審
査委員会条例の一部改正について

7

7 議案第28号 海老名市市税条例の一部改正について 8

8 議案第29号
海老名市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

9

  補正予算　   １ 件 頁

9 議案第30号 令和３年度海老名市一般会計補正予算（第３号） 10

今年もクールビズを実施しています！ 

 

市では、「夏季における節電対策」及び「公務能率の確保」として、 

「クールビズ」を実施しています。 

 

《実施期間》 令和３年５月１日(土)～令和３年１０月３１日(日) 

 

《概  要》 

 ・ 実施期間中は、上着やネクタイを着用しない服装とします。 

  ・ 実施に際しては、節度を保った服装で執務し、来庁者に不快感 

   を与えない服装とします。 
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【報告 ５件】 

 

 

 

 

 

【補正の概要】 

  今回の補正は、歳入歳出それぞれ １億５,５９５万円を増額し、 

 予算総額を歳入歳出それぞれ ４５８億８８８万７千円とするもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補正の内容】 

１ 歳入歳出予算の補正 

  補正前:45,652,937 千円・補正額:155,950 千円・補正後:45,808,887 千円 

 

 (１) 歳入 

   ・子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費（その他世帯分） 

    （国庫支出金）                    131,750 千円 

   ・財政調整基金繰入金                  24,200 千円 

  

                         合計      155,950 千円 

 

 

 

１ 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和３ 

        年度海老名市一般会計補正予算（第２号）） 

■主な内容 

☆新型コロナウイルス感染症拡大の影響が長期化していることから、低所得

の子育て世帯（ひとり親世帯を除く。）に対して、「子育て世帯生活支援

特別給付金（その他世帯分）」の給付を行います。 

☆路線バス、コミュニティバスを利用して新型コロナウイルスワクチン集団

接種会場へ来場する６５歳以上の市民に対して、初乗り運賃分のバス回数

券を配付します。 

☆新型コロナウイルスワクチンを集団接種会場または個別接種医療機関で接

種する一定の条件を満たす障がいのある方に対して、タクシー利用助成券

を配付します。 



- 4 - 

 

 

(２) 歳出 

 ① 健やかに暮らせるまち                  155,950 千円 

 

 ○ 子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）の給付  （131,750 千円） 

   給付額：児童１人当たり一律５万円を給付 

   対象者：１ 令和３年４月分の「児童手当」または「特別児童扶養手当」 

        の支給を受けている方で、令和３年度分の市民税均等割が、 

        非課税の方 

       ２ １以外の方 

         「１８歳未満の児童」または「２０歳未満の障がい児」の 

        養育者のうち、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、 

        令和３年１月以降に家計が急変し、令和３年度分の市民税均 

        等割が非課税と同様の事情にあると認められる方 

 

 ○ 新型コロナウイルスワクチン接種会場等への来場支援   （24,200 千円） 

  ・６５歳以上の方への支援 

   集団接種会場へ、路線バス、コミュニティバスを利用して来場した場合 

   ⇒ 初乗り運賃相当分の回数券を集団接種会場で配付 

     路線バスの場合    ＝片道１８０円×往復分×２回 

     コミュニティバスの場合＝片道１５０円×往復分×２回 

 

  ・一定の障がいのある方への支援 

   集団接種会場・個別接種医療機関へ、タクシーを利用して来場する場合 

   ⇒ タクシー利用助成券の引換券を事前に送付 

     片道４００円券１枚×２往復分 

 

  ・集団接種会場への来場手段の支援 

   ぬくもり号及びさくら号を接種日時に合わせて増便し、「ワクチン号」と 

   して運行 
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【趣  旨】 

  ８款 土木費 ２項 道路橋りょう費の「市道６２号線延伸道路整備事業費」

ほか５件について、令和２年度海老名市一般会計継続費繰越計算書を調製した

ので、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により報告するもの 

 

【内  容】                     残額の財源内訳 

１ 継続費の総額 

８,５２３,１９２,０００円 

 繰越金 

 １０３,５５３,３６１円 

２ 令和２年度継続費予算現額 

２,１８５,８６１,０７３円 

国県支出金 

 ３６４,４６８,０００円 

３ ２のうち支出済額及び支出見込額 

１,０５９,２３９,７１２円 

地方債 

 ６５８,６００,０００円 

４ 残額 

１,１２６,６２１,３６１円 

その他 

 ０円 

 

 

 

 

 

 

【趣  旨】 

  １款 資本的支出 １項 建設改良費の「海老名・入谷間(ＪＲ相模線)井戸坂

踏切雨水排水施設整備事業費」を繰り越したので、継続費繰越額の使用に関す

る計画について、令和２年度海老名市公共下水道事業会計継続費繰越計算書を

もって、地方公営企業法施行令第１８条の２第１項の規定により報告するもの 

 

【内  容】                     残額の財源内訳 

１ 継続費の総額 
１５０,０００,０００円 

 企業債 
４,６００,０００円 

 
国庫補助金 

０円 
 
損益勘定留保資金 

２９,７２０,０００円 

２ 令和２年度継続費予算現額 
３４,３２０,０００円 

３ 支払義務発生（見込）額 
    ０円 

４ 残額 
３４,３２０,０００円 

 ※ 損益勘定留保資金 ＝ 減価償却費などの現金の支出を伴わない費用で、その金額分が 

             現金として公共下水道事業会計内部に留保される資金 

２ 報告第３号 継続費繰越計算書について 

        （市道６２号線延伸道路整備事業費ほか５件） 

３ 報告第４号 公共下水道事業会計継続費繰越計算書について 

        （海老名・入谷間（ＪＲ相模線）井戸坂踏切雨水 

         排水施設整備事業費） 
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【趣  旨】 

  ３款 民生費 １項 社会福祉費の「自立相談支援業務」ほか３４件について、

令和２年度海老名市一般会計繰越明許費繰越計算書を調製したので、地方自治

法施行令第１４６条第２項の規定により報告するもの 

 

【内  容】                  翌年度繰越額の財源内訳 

合計金額 
４,２９５,１７７,０００円  

翌年度繰越額 
４,１１０,３２４,２６５円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【趣  旨】 

  １款 資本的支出 １項 建設改良費の「汚水管渠整備事業費」ほか２件を繰 

 り越したので、繰越額の使用に関する計画について、令和２年度海老名市公共 

 下水道事業会計予算繰越計算書をもって、地方公営企業法第２６条第３項の規 

 定により報告するもの 

 

【内  容】                   翌年度繰越額の財源内訳 

翌年度繰越額 ３３０,３１７,０００円 

 企業債 

２６３,４００,０００円 

国庫補助金 

６６,４００,０００円 

損益勘定留保資金 

５１７,０００円 

 

 

４ 報告第５号 繰越明許費繰越計算書について 

        （自立相談支援業務ほか３４件） 

５ 報告第６号 公共下水道事業会計予算繰越計算書について 

        （汚水管渠整備事業費ほか２件） 

国県支出金 
１,０５５,０６４,６６５円 

地方債 
７２８,６００,０００円 

その他 
１,７１０,７６２,０００円 

一般財源 
６１５,８９７,６００円 
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【条例 ３件】 

 

 

 

 

 

【改正理由】 

  行政手続のデジタル化及び感染症対策の観点から、従来の「書面主義・押印 

 原則・対面主義」の見直しが行われたことによる所要の改正 

 

【改正内容】 

  提出書類における押印の義務付けを廃止する。 

 

 第１条 海老名市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 

    ⇒ 「政務活動費収支報告書」の様式を削る。（第７条第１項） 

        

 

       

 

 

    

   

 第２条 海老名市固定資産評価審査委員会条例の一部改正 

     

改正規定 改正内容 

第４条第４項を 

削る規定 

固定資産課税台帳に登録された価格に対する審査申出書にお

ける押印の廃止 

※第４項 

 審査申出書には、審査申出人(審査申出人が法人その他の社団又は財

団であるときは代表者又は管理人、総代を互選したときは総代、代理人

によって審査の申出をするときは代理人)が押印しなければならない。 

第８条第５項の 

改正規定 

口頭審理において口述書を提出する場合の押印の廃止 

⇒ 口述書への署名押印を廃止 

 

【施行期日】 

  令和３年７月１日 

 

６ 議案第２７号 海老名市議会政務活動費の交付に関する条例及 

         び海老名市固定資産評価審査委員会条例の一部

改正について 

 ※「政務活動費収支報告書」の様式については、押印欄を削除した上で、 

  「海老名市議会政務活動費の交付に関する条例施行規則」で定める。 
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【改正理由】 

  地方税法等の改正に伴う所要の改正 

 

【改正内容】 

 １ 個人市民税の均等割の非課税の範囲の改正（第１７条） 

   均等割が非課税となる前年の合計所得金額の算定における「扶養親族の人 

  数」の取扱いについては、扶養親族のうち「１６歳未満の者」及び「控除対 

  象扶養親族」のみを対象とする。 

         ※ 合計所得金額の算定に含まれない扶養親族 

 

  

 

 

 

 

 ２ 法人市民税の課税の特例の対象事業年度の改正（第２２条） 

   市民税の法人税割額の算定の対象となる事業年度から「連結事業年度」を 

  対象外とする。 

  ※ 各法人を納税単位とし、企業グループ内の法人の損益通算の影響が及ばない 

    ようにする。（これまで連結事業年度で申告した法人はない。） 

 

 ３ 固定資産の課税標準の特例（「わがまち特例」）の廃止（附則第１１条） 

   中小事業者等が、中小企業等経営強化法に規定する認定先端設備等導入計 

  画に従って取得した先端設備等に係る課税標準の特例について、特例適用期 

  間（令和３年４月１日から令和５年３月３１日まで）の満了を持って規定を 

  削除する。 

 

【附  則】 

  施行期日：上記１ ⇒ 令和６年１月１日 

       上記２ ⇒ 令和４年４月１日 

       上記３ ⇒ 令和５年４月１日 

  経過措置：上記１ ⇒ 令和６年度以降の年度分の個人市民税について適用 

       上記２ ⇒ 令和４年４月１日以後に開始する事業年度分の法人市 

            民税について適用 

       上記３ ⇒ 特例適用期間内に取得したものについては、取得した 

            翌年度から３年度分の固定資産税に限り、特例を適用 

７ 議案第２８号 海老名市市税条例の一部改正について 

 

・国外居住の理由が「留学」でない者 

・障がい者でない者 

・生活費又は教育費に充てるための送金を受けた額が３８万円未満の者 

国外に居住する３０歳以上 ７０歳未満の者のうち 
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【改正理由】 

  本条例の参酌基準（十分参照しなければならない基準）である国が定める 

 「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の改正に伴う所要の改正 

 

【改正内容】 

  家庭的保育事業者等における記録等を書面で行うものについて、電磁的方法 

 による対応を認める。（第６章（第５０条）を加える改正規定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 家庭的保育事業者等＝家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業又は 

事業所内保育事業を行う者 

 

【施行期日】 

  令和３年７月１日 

 

 

 

 

 

 

 

８ 議案第２９号 海老名市家庭的保育事業等の設備及び運営に関 

         する基準を定める条例の一部改正について 

事業者等における 

記録の作成・保存 

利用者に対する 

説明書・同意書 

 
☆ 事業者の業務負担の軽減 

☆ 利用者の利便性の向上 

 

「書面」 

 

 

「書面」のほか、 

「電磁的記録」も可 
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【補正予算 １件】  

  

 

 

 

 

 

【補正の概要】 

  今回の補正は、歳入歳出それぞれ ７,３７５万２千円を増額し、 

 予算総額を歳入歳出それぞれ ４５８億８，２６３万９千円とするもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補正の内容】 

１ 歳入歳出予算の補正 

  補正前:45,808,887 千円・補正額:73,752 千円・補正後:45,882,639 千円 

 

 (１) 歳入 

   ・保育対策総合支援事業費（国庫支出金）         42,000 千円 

   ・子ども・子育て支援事業費（国・県支出金）        6,686 千円 

   ・経済センサス（県支出金）                 548 千円 

   ・財政調整基金繰入金                  20,718 千円 

   ・コミュニティ助成金                   3,800 千円 

  

                         合計      73,752 千円 

 

 

 

 

９ 議案第３０号 令和３年度海老名市一般会計補正予算(第３号) 

■主な内容 

☆国の補助金を活用し、民間保育所の新設に対して、施設整備補助金を交付

することにより保育環境の充実を図ります。 

☆新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底し、安全・安心な修学旅行を実

施するため、感染防止対策に要する経費を補助することで、保護者の負担

軽減を図ります。 



- 11 - 

 

(２) 歳出 

 ① 健やかに暮らせるまち                 47,250 千円  

 

 ○ 民間認可保育所の新設に対する補助金の交付 

   ・開所場所：海老名駅東口地区 

   ・開所予定：令和４年４月 

   ・入所定員：９０名 

 

 

② 豊かな学びを育むまち                 21,721 千円  

 

 ○ 小中学生の修学旅行費への補助の拡充………………………（11,685 千円） 

   ・補助対象：感染防止対策に要する費用 

   ・補 助 額：小学校 ＝ ２,５００円／人 

         中学校 ＝ ７,５００円／人 

 

 ○ 学童保育施設の新設に対する補助金の交付…………………（10,036 千円） 

   ・開所場所：海老名駅東口地区 

   ・開所予定：令和３年９月 

   ・入所定員：２５名 

 

 

③ その他                        4,781 千円  

 

 ○ Ｗｅｂ会議等の推進に伴う端末機器の整備……………………（433 千円） 

   ・現状⇒神奈川県から１台を無償貸与 

   ・今後⇒Ｗｅｂ会議が重複することに備え、新たに端末３台を導入 

 

 ○ コミュニティ助成事業を活用した自治会への補助…………（3,800 千円） 

   一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、自治会 

  へ補助金の交付 

   ・補助自治会数：２自治会 

   ・補助内容  ：自治会活動に必要な物品の購入に係る費用 

 

 ○ 経済センサス活動調査経費の増額………………………………（548 千円） 

   調査対象事業所数の増加による増額 

   ・事業所数：４,４００事業所 ⇒ ５,４００事業所 

   ・調査員数：   ４５名   ⇒    ４８名 


